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子どもたちの社会課題と私たちの使命

早稲田大学
教授・医学博士　前橋　明

1975年頃から2019年末まで、私たちの社会は夜型化が進んで、子どもたち
は、遅寝、遅起きで、朝食をしっかり食べずに、朝の排便もなく、園や学校に
登園・登校している子どもたちが目立ってきました。社会生活が夜型化し、働
く母親が増加、保護者の勤務時間が延長されることも一因となり、子どもたち
の生活のリズムにくるいが生じてきました。
早稲田大学前橋　明研究室の研究から、幼児期の子どもの夜型化の誘因に
なっているものは、①日中の運動不足、②テレビ・ビデオ視聴の長さ、③夕食
開始時刻の遅れということが、わかりました。
その後、2020年から、新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大に伴う
外出自粛や運動規制が加わり、子どもたちは、ますます外に出て動かなくなり
ました。その結果、外あそびは激減し、室内でのテレビ・ビデオ視聴だけでな
く、動画視聴、いわゆるスマートフォンやインターネット等を使っての静的な
活動や目を酷使する活動が増えてきました。
結局、体力低下だけでなく、視力低下の子どもたちが増え、また、運動不足
による食の細いやせ傾向、あわせて、運動不足に加えて食（おやつ）の不規則
摂取による肥満が増え、普通体型の子どもたちが激減する結果になりました。
屋外で過ごす時間の著しい減少と、デバイス使用時間の増加は、近視発症を
引き起こす可能性が高く、長時間のデバイス使用は姿勢にも影響し、子どもの
頭部や頸部屈曲を引き起こす可能性があります。幼少年期に外でからだを動か
す機会がなくなった子どもたちは、発達しないうちに衰えてしまうことが懸念
されます。便利で快適な現代生活が、発育期の子どもたちの発達を奪うのです。
今こそ、みんなが協力し合って、子どもたちの心とからだのおかしさに歯止
めをかけなければなりません。それには、まず、社会全体で子どものS.O.Sサ
インを把握し、それらの社会課題を改善する方策を考え、健康づくり実践に移
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す必要があります。もちろん、「子どもの運動や外あそび」を大切にするとい
う共通認識をもつ必要があります。これが、私たちの今日の使命と考えていま
す。

発育期の子どもたちに必要なものを呼びかけよう

まずは、以下の活動の重要性と効果を呼びかけたいものです。
①　戸外での安全なあそびの中で、必死に動こうとする架空の緊急事態（鬼
ごっこやドッジボール等）が、子どもの交感神経を高め、大脳や自律神経の
働きを良くすること。
②　前頭葉の発達には成功体験だけでなく、失敗体験を伴うあそびも重要であ
ること。
③　子どもに日中にワクワクする集団あそびを奨励し、１日１回は、汗をかく
くらいのダイナミックな運動や外あそびが必要であること。
④　戸外での適切な光環境は、近視の進行を抑制し、目の保護に役立つこと。
また、外あそびで遠くと近くを交互に見ることが、毛様体筋の働きを活発化
させ、目の血液循環と新陳代謝、安全能力の向上に有効であること。
⑤　幼児期からの健全育成／健康づくりとしての「外あそび推進」の理論と運
動の実践活動をセットで紹介・普及させる取り組み、指導者講習が必要です。

外で遊びたい子どもが満足に遊べるようになるためには、
どのような仕組みや制度が必要か

今日、保育者や指導者となる若者たちにおいても、その生活自体が夜型化し
ていることもあり、そのような状態が「あたりまえ」と感じられるようにも
なってきているため、子ども時代の健康づくりや外あそびに関する理論の研讃
が大いに求められると言えるでしょう。
また、外あそび実践の面においても、指導者側の問題として、指導者自身の
遊び込み体験の少なさから、「あそびのレパートリーを子どもに紹介できない」
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「あそび方の工夫やバリエーションづくりのヒントが投げかけられない」とい
う現状があり、保育・教育現場において、幼少年期からの健康づくりにとって
の外あそびや運動の重要性やそのレパートリー、運動と栄養・休養を考慮した
生活リズムとの関連性を、子どもたちに伝えていくことすらできないのではな
いかと心配しています。
よって、外あそび推進や運動奨励をしてくださる指導者の養成のためのガイ
ドブックづくりと、子ども支援者としての人材の育成・講習会を考えています。
子ども支援者全員に、認識のズレが根底にあると、子どもたちの健全育成支援
は進まないことをしっかり考えておく必要があります。できることから、少し
ずつ、できるときに取り組んでいきたいものです。そのためにも、本書がその
ガイドブックの一端を担うことができれば幸いです。
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子どもの健康福祉学

編著 前橋　明（早稲田大学　教授・医学博士）

概要

子どもたちの健全な発育・発達を保障するための生活（習慣）、運動・活動
（行事）、生体（生体リズム）に関する内容と、今日の社会生活の場の変化がも
たらした子どもの心身のおかしさや異変について学び、子どもたちの抱える問
題の改善策や予防策について考えます。
さらに、近年の家庭環境や地域社会の変容、女性の社会進出に伴う子ども支
援や子育て支援の必要性、行政の保健福祉サービス等の子どもをめぐる諸問題
について、実態に即して検討し、子どもたちの健全育成のために、家庭や園・
学校、地域社会、行政などの果たすべき役割や今後の展望を探ります。

目標

近年の子どもたちが抱える・抱えさせられている健康福祉上の問題点を把
握・分析し、それらの問題を改善すべき方策を考え、提案できるようになりま
す。
（１）わが国における児童の生活実態から、健康福祉上の問題点を理解するこ
とができます。

（２）子どもたちの抱える・抱えさせられている問題を分析し、改善策や予防
策を検討し、提案し、実践することができます。
つまり、「子どもの健康福祉学」では、子どもの健康福祉を模索します。子
どもたち誰もが（障害をもつ・もたないに関わらず）心身ともに健やかな状態
で、いきいきと生きることのできる健康的な暮らしのあり方（幸福）を考えて
いきます．
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「子どもの健康福祉学」の出版に寄せて

近年、子どもを取り巻く生活環境の変化や、育児に対する不安や悩みを抱え
る保護者の増加、保護者の子育て環境の変化など、多くの深刻な問題が蓄積し
ています。とりわけ、子どもの生活習慣とそのリズムの乱れは、極めて深刻な
問題となっています。よって、子どもたちのより良い健康的な生活を考えるた
めには、子どもを中核に据えた家族全員の生活の見直しが必要となります。家
庭で少しずつ取り組めるよう、また、保育の中で、そして、地域社会の協力や
見守り等を得ながら、子どもたちの抱えている生活課題の改善策を講じていく
ことが求められています。
そのため、保育園や幼稚園、子ども支援や保育・教育に関わる指導者に期待
される役割は増大しています。とくに、乳幼児期は、子どもが生涯にわたる人
間形成の基礎を培う極めて重要な時期であることから、子どもの保育や教育と
ともに、その保護者、さらには、地域の子どもや保護者に対する子育て支援を
担う役割がいっそう高まっています。
まずは、乳幼児の理解に努め、保育の理論と実践の関係について習熟するこ
とが必要となります。専門の理論や知識、技術を具体的に乳幼児とのふれあい
の体験を通して、保育者・指導者として求められる資質や能力、技術を習得し
ていくことが望まれます。
それには、子どもたちの健全な発育・発達を保障するための生活習慣や運
動・活動、生体リズムに関する内容、子どもたちの抱える問題点と対策や予防
するための方策が示されている本書「子どもの健康福祉学」がお薦めです。
前橋 明教授は、これでまでの研究で得られた理論と実践を基に、乳幼児や
児童の健全育成を願い、早稲田大学および早稲田大学大学院において、「子ど
もの健康福祉学」を立ち上げられ、学部・大学院修士課程および博士課程での
学位の研究指導を行われてきました。この学問領域の内容が本書にまとめられ
ています。これまで前橋教授に指導を受け、専門学会や研究会、講習会などで
研鑽をつんだ者は、健康福祉学や体育学、保育・幼児教育学、医学の分野にと
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どまらず、食育学や栄養学など、様々な領域の研究者や実践者がいます。これ
までの研究や論文作成、学会発表、講演や指導実践など、子どもの健全育成に
必要な研究知見や実践例をもち寄り、発表し研鑽を積んできた内容も本書にも
紹介されています。
本書が、保育や教育・福祉学を学ぶ学生や大学院生のみなさん、あるいは保
育・教育・施設の現場の先生方や指導者、子ども支援や保育・教育に関わる行
政の方々、子どもたちの家族の方など、いろいろな方に役立つ「子ども支援」
必携の書です。本書を読んでいただき、参考にしていただくことで、多くの
人々が子どもたちの健康的な生活の支援につながっていくことを期待していま
す。

2025年３月吉日
京都ノートルダム女子大学
現代人間学部こども教育学科

教授　石井　浩子
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子どもの健康福祉学の出版に向けて

前橋 明先生、ご出版おめでとうございます。前橋 明先生は、これまでたく
さんの本を執筆されてきました。今回は、その集大成として、先生といっしょ
に活動してきた仲間も執筆させていただけたことに、感謝申し上げます。
本書は、これまでの研究成果から、基本的生活習慣『食べて動いてよく寝よ
う』への取り組み、外あそびの重要性、親子ふれあい体操の大切さ、発達に必
要な４つの基本運動スキル等が示されています。
前橋 明先生の研究は、日本全国だけでなく、海外にも先生の理論と実践が
繰り広げられ、多くの関係者の学びとなっております。そして、今回、出版さ
れます『子どもの健康福祉学』は、先生の研究されてきた事柄がまとめられ、
現場の先生方や大学教員、保護者、皆にとっての道しるべとなっていくでしょ
う。また、保育園や認定こども園、幼稚園を利用する保護者に向けておたより
等で発信することで、家庭においても子どもの健康について考えていただける
参考書ともなります。保育園や認定こども園で１日の大半を園で過ごし、保護
者の就労状況に影響を受ける子どもたちのために、子どもと園と家庭とが同じ
目標に向けていっしょに『食べて動いてよく寝よう』のより良い生活習慣の獲
得に向けて取り組み、進めていけるものです。
教育・保育現場では、実践だけではなく、理論を伴って、子どもの教育・保
育がなされることを教えていただくものであり、教育・保育の言語化にはとて
も必要なものとして、保育教諭たちは、学びを得ています。
前橋先生が会長をされている・されていた学会では、研究者である大学の先
生方の理論と現場の先生方の理論が、いつもいっしょにあることを大切にされ、
研究を主とした学会ではなく、現場の実践もいっしょに発表し、共に学びを得
る機会を作っていただいております。現場の先生方は、自分たちの実践が理論
と一致していることを確認したり、アイデアをもらったりしながら、多くの学
びを得る大切な場となっております。
私の園では、先生から学びを得たことを実践するべく、子どもたちは『食べ
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て動いてよく寝よう』を合言葉にし、「チャレンジ習慣」や「親子で取り組む
休日の朝ごはん」、体力測定、ライフコーダ計測、体温チェック等々を行って
おります。保育教諭は入れ替わることもありますが、先輩が後輩へと伝えてい
くことで、園全体で意識をもつことができ、子どもたちとともに取り組み、保
護者へ伝えていくことができるようになりました。
この本を手にされた皆様が、子どもたちのために、様々な取り組みができま
すように、そして、未来を担う子どもたちが、健やかに成長すること、前橋
明先生のますますのご活躍を祈念しております。

社会福祉法人心育会 代表
幼保連携型認定こども園
さつきこども園

鵜飼　真理子
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刊行をお祝いしまして

此の度の早稲田大学在職最後の出版、謹んでお慶び申し上げます。
前橋教授に於かれましては、在職中に右聴力を失い、腰の手術をし、歩行訓
練を行いながら、足の痙攣とそれに伴う睡眠不足の中、子どもの健康福祉学の
執筆に取り組む強靭な精神力に頭が下がります。魂の込められた篇帙を拝読す
るのが楽しみであり、心動と感動で胸が熱くなります。
今後、益々の御活躍、御健勝、御多幸をご祈念申し上げ、御祝辞とさせてい
ただきます。

学校法人古谷野学園
理事長　古谷野浩史

ixごあいさつ



国際幼児体育の発展を推進する巨匠─日本の前橋　明教授

2018年に設立された国際幼児体育学会は、2019年に発生した新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）の影響を受けても、その活動を停滞させることは
なく、日本、中国、台湾、韓国で国際幼児体育学術シンポジウムを開催し、幼
児体育の発展の種を広めてきました。

１．人柄・特徴

・温厚で謙虚、礼儀正しく、強い使命感をもち、幼児体育の推進に一生を捧
げる。

２．グローバル時代と広い視野

・アメリカへの留学と日本国内での成長・学習経験が、前橋明教授の幼児体
育推進における理論と理念の基礎となる。
・早稲田大学での教鞭を執ったことが、日本およびアジア、国際的な幼児体
育発展の大きな転機となった。

３．幼児発達生理学と幼児体育研究の融合により理論を構築

・幼児発達生理学を研究の基礎とし、幼児体育研究の論文と結びつけること
で理論を確立する。

４．理論と実践の融合、指導者の育成に尽力

・幼児体育に関する学術論文の発表と専門書の出版を積極的に行う。
・日本全国（九州から北海道まで）で幼児体育指導者の研修を実施。
・台湾、韓国、中国で書籍を翻訳出版。
・国際幼児体育の専門誌の出版も行う。
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５．台湾、日本、韓国、中国の幼児体育専門家（修士・博士）の育成

・早稲田大学で多くの学部生、修士、博士課程の学生を指導し、幼児体育を
永続的に推進する人材を育成。
・台湾、韓国、中国の幼児体育専門の修士・博士課程の大学院生・研究生を
指導し、各国での研究と普及を支援。

６．日本、アジア、国際レベルの幼児体育学会の設立と推進

・日本幼児体育学会、アジア幼児体育学会、国際幼児体育学会を設立。
・学会組織の力を活用し、日本、アジア、国際社会において、幼児体育の発
展を継続的に推進。

台湾：国立台東大学　
教授・体育学博士

范　春源
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「子どもの健康福祉学」とは、子どもたちの健全な発育・発達を保障するた
めの生活（習慣）、運動・活動（行事）、生体（生体リズム）に関する内容と、
今日の社会生活の場の変化がもたらした子どもの心身のおかしさや異変につい
て学び、子どもたちの抱える・抱えさせられている問題の改善策や予防策につ
いて考える学問です。
さらに、近年の家庭環境や地域社会の変容、女性の社会進出に伴う子ども支
援や子育て支援の必要性、行政の保健福祉サービス等の子どもをめぐる諸問題
について、実態に即して検討し、子どもたちの健全育成のために、家庭や園・
学校、地域社会、行政などの果たすべき役割や今後の展望を探ります。
本学問の目標は、近年の子どもたちが抱える・抱えさせられている健康福祉
上の問題点を把握・分析し、それらの問題を改善すべき方策を考え、提案でき
るようになることです。
（１）子どもたちの生活実態から、健康福祉上の問題点を理解することができ
ます。

（２）子どもたちの抱える・抱えさせられている問題を分析し、改善策や予防
策を検討し、提案し、実践することができます。

1

………………………………………………………………………………
子どもの健康福祉学とは

………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………

序 章



１．乳児期の発育・発達と運動

出生時の体重は約３kgで、男児の方が女児に比べてやや重い特徴がありま
す。出生時の体重が2.5kg未満の乳児を低出生体重児、１kg未満を超低出生体
重児といいます。体重は、３～４カ月で約２倍、生後１年で約３倍、３歳で４
倍、４歳で５倍、５歳で６倍と変化します。身長は、約50cm、生後３カ月の
伸びが最も顕著で、約10cm伸びます。生後１年間で24～25cm、１～２歳の
間で約10cm、その後、６～７cmずつ伸び、４～５歳で出生時の約２倍に、11
歳～12歳で約３倍になります。
運動の発達は、直立歩行ができるようになり、様々な形態で移動し、しだい
に、腕や手が把握器官として発達します。まず、生まれてから２カ月ほどで、
寝返りをし、這いずりを経験します。６カ月頃には、一人でお座りができ、８
カ月頃には、這い這いができ、胴体は床から離れます。そして、つかまり立ち、
伝い歩き、直立歩行が可能となりますが、人的環境の積極的な働きかけがあっ
てこそ、正常な発達が保障されるということを忘れてはなりません。
その後、小学校に入学する頃には、人間が一生のうちで行う日常的な運動の
ほとんどを身につけていきます。この時期は、強い運動欲求はありますが、飽
きっぽいのが特徴です。

2

………………………………………………………………………………
子どもの理解と実態把握の難しさ

………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………

第1章



２．発達の順序性と幼児期の運動

運動機能の発達は、３つの特徴があります。
①　頭部から下肢の方へと、機能の発達が移っていく。
②　身体の中枢部から末梢部へと運動が進む。
③　大きな筋肉を使った粗大な運動しかできない時期から、次第に分化して、
小さな筋肉を巧みに使える微細運動や協応運動が可能となり、意識（随意）
運動ができるようになる。
発育・発達には、ある一定の連続性があり、急速に進行する時期と緩やかな
時期、また、停滞する時期があります。幼児の運動機能の向上を考える場合、
第１に器用な身のこなしができることを主眼とし、はじめは、細かい運動はで
きず、全身運動が多く、そして、４～５歳くらいになると、手先や指先の運動
が単独に行われるようになります。
５～６歳になると、独創的発達が進み、さらに、情緒性も発達するため、あ
そびから一歩進んで体育的な運動を加昧することが大切になってきます。競争
や遊戯などをしっかり経験させて、運動機能を発達させましょう。跳躍距離は、
５歳児では両足とびで、自身の身長分跳べ、６歳児になると、３歳児の２倍近
くの距離を跳べるようになります。これは、脚の筋力の発達と協応動作の発達
によるものです。投げる運動では、大きな腕の力や手首の力があっても、手か
らボールを離すタイミングを誤ると、距離は伸びません。懸垂運動は、筋の持
久性はもとより、運動を続けようという意志力にも影響を受けます。
幼児期では、運動能力、とくに大脳皮質の運動領域の発達による調整力の伸
びがはやく、性別を問わず、４歳頃になると急にその能力が身についてきます。
これは、脳の錘体細胞が４歳頃になると、急に回路化し、それに筋肉や骨格も
発達していくためでしょう。発育・発達は、それぞれの子どもによって速度が
異なり、かなりの個人差のあることをよく理解しておかねばなりません。
児童期になると、からだをコントロールする力である調整力が飛躍的に向上
します。乳幼児期からの著しい神経系の発達に筋力の発達が加わり、複雑な動
作や運動が可能となります。スポーツ実践においても、乳幼児期に行っていた
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